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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、医科歯科連携の実態を調査し、その連携の促進及び阻害要因を明ら
かにすることで、医療実践に直結した専門職連携教育の基盤を構築することにある。高学年の医療系学生（歯科
衛生士・医学）への質的調査により、連携推進の障壁として「専門職間コミュニケーション」「多職種との力関
係」「多職種との方針の違い」「多職種の役割の理解」等が挙げられた。特に、歯科衛生士学生は自職種を下層
に位置づける「多職種との力関係」の意識が強い。一方で、医学生は歯科医療に対してう蝕治療のイメージが強
く「多職種の役割の理解」が限られた。この調査結果を基盤に、卒前と卒後をつなぐ多職種連携教育に関する研
修会を開催した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to identify the enabling and impeding factors 
of medical-dental collaboration and to develop the foundation of interprofessional education that is
 directly connceted to the parctice in healthcare. In a qualitative study that we conducted, the 
medical and dental hygiene students have pecieved several barriers to collaboration, including 
interprofessional communication, professional power and conceptual hierarchy, boundary blurring, a 
limited understanding of other professional roles and responsibilities and so forth. Based on the 
findings in this study, we developed and offered a nation-wide workshop on interprofessional 
education that bridges a gap between undergraduate and postgraduate education/clinical practice. 

研究分野：医療者教育

キーワード： 医科歯科連携　専門職連携教育　コミュニケーション　チームワーク　質的研究手法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
周術期管理や栄養管理・摂食嚥下障害サポートなど医科歯科連携の重要性が高まる中、その実態に焦点を置き、
医療者やその学習者の経験・認識を探索した研究は非常に少ない。本研究は、医科歯科連携に関わる医療者・学
習者の連携に対する価値観や認識を記述し、専門職間で異なる要因が連携に影響していることを明らかにした。
本調査結果を基盤にして、全国の医療教育者を対象にした卒前と卒後をつなぐ多職種連携教育の在り方を考える
ワークショップを開催したことで、医科歯科連携を推進する教育開発に寄与することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
超高齢社会において、全身と口腔を関連づけた総合的ケアを行う「医科歯科連携（以下、「連携」）」
は、社会が求める中心的医療実践の一つである。1999年に口腔ケアと誤嚥性肺炎予防の関連性
が検証され 1）、口腔ケアが包括的患者ケアにおいて重要な位置づけであることが国際的に認識
された 2)。現代日本では高齢化の進展に伴い医科歯科連携による高齢者への診療体制の構築が
更に求められるとともに、「治癒」「病院完結型」から「治し支える」「地域完結型」医療への転
換が必要となる。一方で、その必要性が認識されながらも、円滑に「連携」を実践する地域・
施設は限られているという報告もある。つまり、近年の「連携」の実情の把握と問題点の詳細
な分析が、今後の医療の発展・改善において必要になってくる。 

2009年に地域医療における「連携」の 10事例を収載した「医科歯科連携事例集」が 8020
推進財団より発刊され 3)、一部の地域の連携体制構築過程や患者ケア事例を取り上げ有益な情
報が共有された。一方で、当事者の視点による連携従事者の「声」は十分に拾い上げられてい
ない。さらに、全身疾患と歯科領域/口腔ケアを統合した卒前・卒後教育は十分に推進されてい
ないことが指摘され、特に医学教育ではその傾向は顕著である 4, 5）。「連携」教育推進のために
両領域の教育者及び学習者の「連携」に対する認識が海外において調査されはじめたが 6, 7)、超
高齢社会の日本においては、その認識調査は十分に実施されていない。つまり、医科・歯科両
領域の教育者/学習者の「連携」に対する認識を解明する必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
上記の学術的背景より、本研究の目的は、病棟ケア及び退院後ケアで「連携」に従事する各領
域の医療者・学習者の経験や認識（差）を探索し、「連携」の促進及び阻害要因を明らかにする
ことにある。また、その調査結果をもとに、医療実践に直結した「連携」教育開発の基盤を構
築する。特に、医療教育者向けに連携教育開発に関わる研修会を開発・企画し、医科歯科連携
の促進に寄与することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
文献調査により専門職連携に影響を及ぼす要因として a）組織レベル、b）チームレベル、c）
個人レベルに分類し特定した 8）。この枠組みをもとに開発した半構造化インタビューの質問項
目と Zhang らが開発した「医科歯科連携に対する態度と気づき」の質問紙票を用いて、医療従
事者及び臨床実習を経験した高学年の医療系学生を対象に意識調査を実施した。 
 
1）研究協力の同意を得た多職種連携に従事する歯科衛生士 7名に対して半構造化インタビュー
を実施した。インタビューでは、現在の多職種連携の経験を振り返りながら「専門職としての
役割」や「協働の難しさ」等の意識について語ってもらった。逐語録にしたデータは主題分析
手法を用いて、カテゴリー化を行った 9)。 
 
2）臨床実習を経験した歯科衛生士学生 90 名に対して「連携に対する態度と気づき」に関わる
質問紙調査を実施した。全員から回答を得た。また、その認識や価値観を有するに至った具体
的な経験を探索するため無作為抽出した 8名の学生に対して半構造化インタビューを実施した。
さらに、臨床実習を修了した 6年次の医学生 10名に対して、「連携」の認識や経験に関わる半
構造化インタビューを実施した。逐語録にしたデータは主題分析手法を用いて、カテゴリー化
を行った 9)。 
 
3）こうした卒後と卒前の医科歯科連携に関わる調査結果をもとに、医療教育者を対象に卒前と
卒後をつなぐ多職種連携教育に関わる研修会を企画、開催する。 
 
 
４．研究成果 
1） 多職種連携に従事する病棟歯科衛生士の経験とアイデンティティ形成 
医科歯科連携に従事する病院歯科衛生士（経験 10～25 年）に対するインタビュー調査から、連
携チームにおいても歯科医療専門家としての役割・責任を果たそうとする意識を強く有し、専
門職アイデンティティ形成がなされていたことが示唆された。専門職間での力関係が自身の「連
携」実践にネガティブに影響するという認識はもたなかったが、「顔のみえる関係・体制づくり」
や「多職種の役割の理解」といった組織レベルでの連携推進の難しさを感じていた。つまり、
連携に関わる臨床経験を重ねるにつれ、個人レベルからチーム・組織レベルの障壁を認識する
ようになることが示唆された。 
 
 



2） 臨床実習を経験した高学年医療系学生の医科歯科連携に対する経験と認識 
高学年の歯科衛生士学生への質問紙調査では、90 名中 65 名（72.2%）が臨床実習中に「連携」
を見た・経験したと回答し、その 65 名全員が連携の必要性を認識していた。一方で、「連携」
推進の難しさを実感した学生は 65名中 46 名（70.7%）にのぼった（図１）。 
 

 
インタビュー調査では「連携」推進の障壁として「専門領域ごとの言葉の理解」「他職種との力
関係」「他職種との方針の違い」「他職種の役割の理解」等が挙げられた。特に、学生の中で歯
科・口腔ケアの専門職としてのアイデンティティが形成されたにもかかわらず「他職種との力
関係（歯科衛生士自身を下層に位置づける意識）」が自職種の役割や方針を他職種へ発信するこ
とへの躊躇につながる可能性を示した。この階層意識は、医師や看護師に比べ患者の生死に直
結しないという自職種の責任や他領域の学生と比べた入学時の学力、全身疾患の知識量の差の
認識に由来した（表 1）。「連携」の中で口腔ケアを担う歯科衛生士の役割は大きいが、調査結
果より専門職としての主体性の確立や発信力、他職種の役割の理解、多職種間の階層意識の払
拭を促す更なる「連携」教育の必要性が示唆された。 
 
表１：歯科衛生士学生が抱く他職種との力関係に関する認識（例） 
対医師 【遠い・見えない存在】 

病棟の主治医が書いたカルテは何回か見たことあるんですけど。医師とはなかなか会うこ
とができないので。歯科医師だと私たちは補助側にいるのですぐ相談できるかもしれない
んですけど…医師となると結構遠いかなって思っちゃいますね。 
【階層の上位者】 
医師は「絶対」みたいなイメージがあるから。「先生」って感じ。患者さんもそんな感じ
で見てるし。どっち信じてもらえるかっていったら先生なのかなって。 
【教育課程の違い・学力】 
こっち 3年間やし向こう 6年間やし、知識も多いやろうし、難しいテストやろうし、それ
はお医者さんのほうが上かなって感じてしまう。 

対看護師 【全身疾患に関わる知識の差】 
看護師には，あんまり強く（自分の意見を）言いづらいなって感じます。看護師の方は全
身見てるじゃないですか、私たちは口だけのことだなっていう認識があるので。まだなん
かそういうイメージがあって、看護師のほうができるっていう認識があるので。遠慮しち
ゃうっていうのはあります。 
【患者の生死に関わる職務・責任】 
看護師さんは自立していて…すごい命とも関わるから。薬、注射とかいろいろあるじゃな
いですか。その責任と比べたら歯科衛生士より看護師の方がその責任が大きいんじゃない
かなと思って。…だからそういった面で力関係をなくすことは難しいかなあ。 
【患者との関わり方】 
（看護師は）多分患者さんに接してる時間が長いから、私たちは食事の前の口腔機能の訓
練とか食事の介助と、その後の口腔内の清掃で関わる感じで、看護師のほうが（患者のと
ころに）長くいて情報もたくさん持ってらっしゃるもんで… 

 
一方、医学生は、歯科医療に対してう蝕治療といったイメージが強く、歯科医療専門職の役割・
責任の理解が限られている可能性が明らかとなった。それゆえに、どのような場面や領域でど
のように協働したらいいかを具体的にイメージできた医学生は非常に限られた。そこには、臨
床実習期間中に医学生が歯科医療者や歯科系学生との交流、協働する機会が少ないことが一因
として考えられる。 
 

図 1：歯科衛生士学生の医科歯科連携に関わる経験と認識（質問紙調査） 



3）卒前と卒後をつなぐ多職種連携教育に関する研修会の開発・開催 
研究成果 1）と 2）を基盤として、医学・歯学教育者を含む全国の医療者教育者を対象としたワ
ークショップ「IPW と卒前 IPE とをつなげる―地域コミュニティの文脈から考える」を企画・
開催した。ワークショップは、IPW の実践者と卒前教育者の各々の立場や視点を理解し、卒前
教育から卒後数年の新人医療者への移行期における IPE/IPW の在り方を考えることを目的とし
た。具体的には、参加者自身の IPE や IPW の実際の経験を共有しながら、教育現場（卒前）と
臨床現場（卒後）の実情を把握する機会を設けた。その実情を踏まえて卒前 IPE と IPW 間のギ
ャップを埋める教育の在り方を議論した。特に、医療現場の視点からは、患者への責任性やチ
ームメンバーの特性の多様性、文脈に即した対応の仕方、組織とチームとの関係性の考慮の重
要性、卒前教育の視点からは、現場での連携の実際や各職種が果たすべき役割を学習者に意識
させ学ばせる重要性が強調された。また、学生を送り出す卒前教育チームと受け入れる医療機
関チームに分かれて、地域の病院での IPE 実習を構築するワークを行なった。両チームは数回
の交渉を行ないながら教育プログラム案を協働して構築し、医科歯科連携教育の新たな提言を
することができたといえる。 
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